
【令和６年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都特別支援教育性教育研究会】 

Ⅰ 団体の概要 

東京都において、特別支援教育に関する性教育の研究組織としてしばらく

休会状態で長年の課題となっていたため、令和５年度から「東京都特別支援

教育性教育研究会」として活動を再開した。昨年度以来、東京都教育委員会

研究推進団体の認定を受け、研究協議会や講演会を行い、特別支援教育に

おける「性に関する指導」「授業づくり」について研究を行っている。 

Ⅱ 団体の目的 

・特別支援学校、特別支援学級等における性教育の在り方について、学習指

導要領に基づいて追究し、実践研究を積み重ね、成果を発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

URL 参照；https://drive.google.com/file/d/1eoaQ2CvxpnGPikvovYKrHv71pGkNqteD/view?usp=sharing 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅲ 研究の内容 

・小・・中学部における・「二次性徴」、高等部における「対人関係」につい

て、グループワークをしながら学習指導案の検討、模擬授業を実施 

 研究成果を報告会、報告書で都内学校関係者に発信する。 

・教員、教育関係者向けの講演会を開催し、理解を広める。 

・東京都性教育研究会と合同研究会を実施し、連携を深める。 
 

Ⅳ 活動実績 

５月 ・講話「性教育の授業づくり」 

模擬授業「大切な心と体をまもるために」 

６月 ・グループワーク「学習指導案の作成」 

７月 ・講演会「保護者と共に取り組む性教育」 

８月 ・全国性教育研究団体連絡協議会 とちぎ大会で報告 

・講演会「障害のある子の性と対人関係」 

９月 ・グループワーク「小中学部・高等部の指導案作成」 

10 月 ・令和６年度 東京都性教育研究会 研究協議会 

「保健教育における個別指導の在り方について」 

12 月 ・研究のまとめ 実践報告（二次性徴、対人関係） 

１月 ・研究成果報告会 

２月 ・研究成果報告書の作成、配布 

○・６月、９月、12月に行ったグループワークには、20 名から 30 名強

の参加があり、継続した協議が続けられた。 

○・講演会は７月 68名、９月 90 名の参加があり、性教育に関して学び

たい思いのある教員が多いことを感じた。 

 

 

特別支援教育における性教育を進めるための授業づくり 

～児童・生徒が「すてきな大人になる」ための学習指導案の作成や模擬授業の実施～ 
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https://drive.google.com/file/d/1eoaQ2CvxpnGPikvovYKrHv71pGkNqteD/view?usp=sharing


【令和６年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都特別支援教育性教育研究会】 

＜令和６年度連絡先＞ 

団体名 東京都特別支援教育性教育研究会 

代表者 

所属 東京都墨田特別支援学校 

職 氏名 校長 朝日 滋也 

連絡先 03-3619-4851 

事務局 

所属 東京都立志村学園 

職 氏名 主幹教諭 橋爪 淳 

連絡先 03-3931-2323 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 
 

東京都性教育研究会ＨＰに掲載 

https://toseiken-office.com/ 

 

 

（３）講演会（７月、８月） 

テーマ 保護者と共に取り組む性教育（７月） 

障害のある子の性と対人関係（８月） 

講 師 東京都心身障害者福祉センター 山本 良典 先生 

内 容 性教育は、社会性を身に付けるための教育であり、家族と連携

して取り組むことが重要。適切なコミュニケーションの取り方

や行動をどのように増やしていくかについてロールプレイを交

え学ぶことができた。 
 

Ⅵ 第７回研究協議会（研究成果報告会）について 

日 時  令和７年１月 18 日（土） 14 時 00 分～16時 30 分 

 場 所  国立オリンピック記念青少年総合センター 

 内 容  （１）東京都教育委員会挨拶 （２）研究成果報告 

      （３）記念講演 「学校における性教育の在り方」 

         ～ 日本型包括的性教育の視点から ～ 

         講師 全国性教育研究団体連絡協議会理事長  

            筑波大学名誉教授    野津 有司 先生 

 

Ⅴ 具体的な今年度の取組 

（１）性教育の授業づくり（参加型研修）５月 

模擬授業 「大切な心と体をまもるために」 

内容・不審者者に話しかけられたときに・「大声で『いや』という」「逃げる」

「報告する」の３つのスキルを、教員役、生徒役、家族役に分かれ、

ロールプレイを行った。ロールプレイの悪い例は教員が行い、障害

のある児童・生徒は「良い例」を経験させることが重要と学んだ。 

（２）学習指導案の作成 ６月、９月、12 月 

グループＡ不知的障害特別支援学校（支援学級）の中学部１～２年生を 

想定し、「思春期における体の変化（二次性徴）」の授業を組み立てる。 

＊ 文部科学省や東京都教育委員会の性教育の手引を踏まえつつ、 

文部科学省検定教科書（保健、小学校３・４年）を活用し、 

  具体的な展開方法を検討し、研究会としての素案を作成した。 
 

グループＢ不知的障害特別支援学校（高等学校）の生徒を想定し、 

「男女の関わり方・対人関係」に関する授業を組み立ててみる。 

  ＊ 助言者が講演で使われたスライドをお借りし、実情にあった授業の 

流れを検討した。学校での取組も報告されてきている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グループＡ 学習指導案の検討 グループＢ スライドを見ながらの検討 

https://toseiken-office.com/

